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市
民
会
議
21	

内
藤　

寛

　

問　

12
月
定
例
会
で
、市
長
は
７
月
の

市
長
選
へ
の
立
候
補
は
、「
広
く
意
見
を

聞
き
、し
か
る
べ
き
時
期
に
考
え
を
表
明

し
た
い
」と
答
え
て
い
る
。３
月
定
例
会
で

は
、平
成
20
年
度
通
年
の
予
算
を
提
案
し

て
い
る
が
、将
来
に
わ
た
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、意
気

込
み
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。４
年

　

市
民
会
議
21	

青
栁　

愼

　

問　

地
域
福
祉
が
大
変
重
要
視
さ
れ
て

い
る
時
代
で
あ
る
。
子
ど
も
や
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
、
共
に
支
え
合
う

地
域
福
祉
の
充
実
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

誘
い
か
け
が
必
要
な
方
が
対
象
で
、
高
齢

者
向
け
の
献
立
に
よ
る
会
食
を
中
心
と
し

た
交
流
の
場
と
し
て
、
地
域
ミ
ニ
サ
ロ
ン

が
あ
る
。
既
に
綾
西
と
蓼
川
の
２
カ
所
で

　

日
本
共
産
党	

上
田　

博
之

　

問　

懸
命
に
働
い
て
も
年
収
２
０
０
万

円
に
満
た
な
い
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
言
わ

れ
る
貧
困
層
の
広
が
り
や
高
齢
者
へ
の
公

的
負
担
の
急
増
の
中
で
、
国
民
健
康
保
険

税
の
滞
納
者
は
４
０
０
０
世
帯
を
超
え
、

国
保
加
入
世
帯
の
25
％
に
も
な
る
。
こ
れ

だ
け
多
く
の
世
帯
が
滞
納
す
る
の
は
、
国

保
税
が
高
く
納
付
で
き
な
い
層
が
存
在
す

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
国
保
税
を
引
き

下
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。
ま
た
、

長
期
滞
納
者
か
ら
保
険
証
を
取
り
上
げ
る

こ
と
で
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
ず
、
重

病
化
す
る
傾
向
が
あ
る
。命
を
守
る
た
め
、

鎌
倉
市
や
南
足
柄
市
の
よ
う
に
資
格
証
の

発
行
を
や
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　

日
本
共
産
党	

松
本　

春
男

　

問　

沖
縄
県
で
の
米
軍
の
事
件
・
事
故

は
、
56
年
間
で
20
万
件
以
上
発
生
し
て
い

る
。
米
議
会
へ
の
報
告
書
で
は
、
米
軍
の

性
暴
力
事
件
は
１
年
間
で
２
６
８
８
件
、

う
ち
婦
女
暴
行
は
４
８
９
件
で
あ
る
の
に

対
し
、
軍
法
会
議
に
か
け
ら
れ
た
の
は
１

８
１
件
だ
け
で
あ
る
。
日
米
地
位
協
定
で

は
、
裁
判
権
が
米
軍
に
あ
り
、
日
本
の
法

令
か
ら
除
外
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
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問　

市
民
満
足
度
調
査
の
結
果
が
ま
と

ま
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
活

用
を
図
っ
て
い
く
の
か
。
新
た
に
導
入
し

た
包
括
予
算
制
度
の
仕
組
み
と
ね
ら
い

は
。
ま
た
、
新
た
な
予
算
制
度
の
導
入

で
、
ま
す
ま
す
職
員
の
政
策
形
成
能
力
な

ど
が
要
求
さ
れ
る
と
思
う
が
、
昨
年
と
ほ

ぼ
同
様
の
経
費
で
対
応
が
可
能
な
の
か
。

新
人
事
制
度
な
ど
の
実
績
を
ど
う
考
え
て

間
で
実
証
さ
れ
た
、綾
瀬
に
対
す
る
深
い

愛
情
と
、住
み
良
い
ま
ち
に
し
た
い
と
い

う
熱
い
情
熱
と
と
も
に
、実
行
力
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
併
せ
持
っ
た
市
長
に
深
く

敬
意
を
表
し
た
い
。４
年
間
を
振
り
返
り
、

市
長
は
総
括
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
立
候
補
を
考
え
て
い
る

の
か
、
来
期
に
向
け
た
意
向
を
伺
う
。

　

答　

公
約
で
あ
る
９
つ
の
政
策
の
う
ち
、

検
討
中
や
未
着
手
と
し
て
持
ち
越
し
た
も

の
が
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
重
要
な
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
市
長
と
し
て
、
行
政

の
仕
組
み
の
壁
や
自
分
自
身
の
壁
、
不
測

事
態
の
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
思
う
よ
う
に
物

事
が
進
ま
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
感
動

の
場
面
や
人
と
の
出
会
い
と
い
う
嬉
し
い

こ
と
も
あ
っ
た
。
多
く
の
貴
重
な
経
験
や

暖
か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
ふ
る
さ
と

綾
瀬
の
た
め
全
身
全
霊
を
注
ぎ
た
い
と
さ

ら
に
強
く
実
感
し
た
。
市
長
選
２
期
目
に

挑
戦
す
る
。
行
財
政
改
革
を
進
め
、
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
市
政
経
営
を
目
指

し
、
誠
実
奉
仕
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
優
し
さ

の
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

実
施
し
て
お
り
、
今
後
は
市
内
全
域
で
、

地
区
セ
ン
タ
ー
単
位
の
ミ
ニ
サ
ロ
ン
事
業

を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
。
ま
た
、
高

齢
者
の
外
出
支
援
策
と
し
て
、
市
民
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
自
主
事
業
協
会

の
名
画
上
映
会
に
、
シ
ニ
ア
料
金
の
設
定

を
考
え
な
い
か
。

　

答　

ミ
ニ
サ
ロ
ン
は
、
各
自
治
会
の
地

区
社
協
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。
平

成
18
年
度
実
績
は
、
綾
西
と
蓼
川
で
年
間

42
回
実
施
し
、
４
３
３
人
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
ミ
ニ
サ
ロ
ン
と
は
別
に
落
合
、
寺

尾
綾
北
、
大
上
、
上
土
棚
の
各
地
区
社
協

で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
、
い
き
い
き
サ

ロ
ン
や
茶
話
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
地
区
社
協
の
会
合
に
出
向
き
、
ミ

ニ
サ
ロ
ン
開
設
に
当
た
っ
て
の
問
題
点
を

共
に
解
決
し
、
実
施
を
働
き
か
け
る
。
ま

た
、
シ
ニ
ア
料
金
の
設
定
は
、
外
出
機
会

が
増
え
、
介
護
予
防
に
も
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
自
主
事
業
協
会
に
働
き
か
け
る
。

（
ほ
か
に
「
新
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
」
「
高
齢
者
福
祉
会
館
の
充
実
に

つ
い
て
」
を
質
問
）

　

答　

社
会
保
険
の
経
費
の
負
担
は
公
的

負
担
の
ほ
か
、加
入
者
が
応
分
す
る
互
助
、

共
済
的
な
制
度
で
あ
る
。
市
町
村
に
係
る

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
、
新
た
な
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
個
々
の
加
入
者

沖
縄
県
女
子
中
学
生
暴
行
事
件
と
日
米
地

位
協
定
の
見
直
し
、
５
カ
月
後
に
迫
っ
た

横
須
賀
港
の
原
子
力
空
母
母
港
化
へ
の
考

え
は
。
ま
た
、
本
市
で
の
米
軍
人
の
居
住

状
況
や
課
税
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

答　

女
子
中
学
生
暴
行
事
件
は
人
道
上

許
さ
れ
な
い
事
件
で
、
米
軍
に
は
深
い
反

省
と
綱
紀
粛
正
の
徹
底
、
再
発
防
止
へ
の

対
応
を
強
く
望
む
。
本
市
で
は
、
厚
木
基

地
で
同
様
の
事
件
が
起
き
な
い
よ
う
強
く

要
請
し
た
。
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
で

い
る
か
。
市
民
協
働
に
対
す
る
市
の
意
識

に
疑
問
を
感
じ
る
が
、
真
の
市
民
協
働
に

対
す
る
考
え
は
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
地
球
温
暖
化
防
止
を
前
面
に
出

し
、
理
念
と
行
動
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で

は
な
い
か
、
市
民
と
職
員
が
共
に
育
つ
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　

答　

満
足
度
調
査
で
満
足
度
の
低
い
も

の
は
重
要
施
策
と
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
る
。
包
括
予
算
制
度
は
経

常
的
経
費
と
政
策
的
経
費
を
包
括
し
て
配

市長としての４年
間の総括と来期に
向けた意向を伺う

地域福祉の充実に
は市内全域でのミ
ニサロンの実施を

　
一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
３
月
18
日
・
19
日
の
本
会
議
で
15
人
の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
、
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁
の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
５
面
ま
で
続
き
ま
す
）
。

国
保
税
を
引
き
下
げ
て
資
格

証
明
書
の
発
行
中
止
を
求
む

米
軍
人
に
よ
る
事
件
や
日
米

地
位
協
定
に
対
す
る
考
え
は

市
民
の
満
足
度
を
高
め
る
綾

瀬
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

に
、
適
正
で
公
平
な
保
険
税
、
保
険
料
の

相
互
の
負
担
に
よ
り
、
相
互
の
給
付
が
行

わ
れ
る
こ
と
で
事
業
運
営
が
図
ら
れ
、
市

民
の
大
切
な
命
が
守
れ
る
と
考
え
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
法
令
に
沿
い
、
税

の
公
平
性
を
保
っ
て
い
く
。
ま
た
、
滞
納

者
へ
は
個
々
に
相
談
業
務
を
行
い
、
対
応

し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
学
童
保
育
に
責
任
を
も
つ
市

の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
「
市
民
に
や
さ
し

い
案
内
標
識
の
整
備
を
（
避
難
所
・
樹

木
・
遺
跡
等
）
」
を
質
問
）

は
、
基
地
関
係
県
市
連
絡
協
議
会
を
と
お

し
て
、
適
正
な
改
善
を
図
る
よ
う
運
動
を

展
開
し
て
い
る
。原
子
力
空
母
母
港
化
は
、

厚
木
基
地
の
騒
音
解
消
の
観
点
か
ら
も
、

母
港
化
返
上
を
国
に
求
め
て
い
く
。
本
市

内
に
居
住
す
る
軍
人
な
ど
は
、
平
成
19
年

３
月
末
現
在
４
５
７
１
人
で
、
２
６
１
人

が
基
地
外
に
居
住
し
て
お
り
、
市
・
県
民

税
は
地
方
税
法
の
特
例
で
非
課
税
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
「
公
有
地
の
処
分
に
つ
い
て
」

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て
」
「
河

川
の
よ
ご
れ
」
を
質
問
）

分
す
る
も
の
で
、
事
業
経
費
へ
の
意
識
向

上
や
組
織
の
活
性
化
を
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
、
費
用
対
効
果
の
高
い

研
修
を
行
う
。
市
民
協
働
で
は
、
成
熟
度

を
高
め
る
た
め
、
自
治
基
本
条
例
を
制
定

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
ル
ー
ル
を
定

め
た
い
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
安
定
し
た
財
源
確
保
や
広
報
活
動
を

通
じ
た
温
暖
化
防
止
対
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
職
員
が
市
民
と
の
交
流
の
中
で

能
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

2月18日、綾西小学校3年生、114人が議場内を見学しました。普段はにぎやか
な子どもたちも、初めて入る議場で熱心に説明を聞いていました


